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オランダ / H.リッペルハイ / 望遠鏡の発明
イギリス / ダービー父子 / コークス製鉄法の発明
鋳鉄を効率的に生産し、コールブルックデール橋を架けた.

アメリカ / B.フランクリン / フランクリン・ストーブの開発
イギリス / ベッセマー / 銅の溶鉱炉の発明

イギリス / R.アークライト / 水力紡績機の発明
フランス / キュニョ / 蒸気自動車の発明

イギリス /  R.アークライト / 水力を用いた大規模紡績工場
工場生産システムを確立。アメリカに伝播しミルが作られた.

イギリス / J.ワット / 蒸気機関の発明
フランス / モンゴルフィエ兄弟 / 気球の発明

イギリス / ワット / 蒸気暖房の発明
イギリス / H.コート / 錬鉄の製造法「パドル法」の発明

アメリカ / O.エヴァンス / 連続式バケットエレベーターの開発
イギリス / W.マードック / ガス灯の発明

イギリス / 不明 / 板ガラス「円筒法」の普及
アメリカ / B.フランクリン / フランクリン・ストーブ
イギリス / R.トレビシック / 蒸気機関車の発明
アメリカ / J.ウッド / 鋳鉄の工業的製造を開始

イギリス / . R.Stephenson / 実用蒸気機関車の開発
　ドイツ / K.F.ドライス / 初の自転車「ドライジーネ」の発明
ヨーロッパ / 自転車用スチールスポークホイールの普及

イギリス / ヘンリー.R.パーマー / モノレールを考案
イギリス / H.パーマー / 金属波板製造法の特許取得
イングランド / 不明 / セントラルヒーティングの普及
アメリカ / G. スノウ / バルーンフレーム工法の開発
簡易な工法として普及し、日本では札幌時計台で用いられた.

ドイツ / W.アルベルト / ワイヤーロープの発明
アメリカ / 不明 / 住宅における吸排気分離の普及
ロシア / N.ロバチェフスキー / 双曲幾何学の確立

アメリカ / S.モールス / モールス信号の発明
イギリス / W.アームストロング / 荷役作業用水圧クレーンの開発

ロシア / イマニュエル・ノーベル / 単板を使った合板の発明
フランス / J.ランボット / コンクリート船の発明
フランス / J.モニエ / 鉄筋コンクリートの発明

モニエは多くのコンクリート橋を建造した.
日本では琵琶湖疎水運河 第11号橋ではじめて用いられた.

アメリカ / E.Ｇ.オーチス / エレベーター安全装置の発明
アメリカで高層建築が発達する要因になった.

フランス / A.ジファール / 初の飛行船動力飛行
1937年の飛行船墜落事故が起きるまで多くの格納庫や発着場が
作られ、日本では内田祥三が格納庫を設計した.飛行船の発達

とともに膜材も開発され、空気膜建築に生かされた.

アメリカ / 不明 / ミルクガラスの普及
イギリス / H.ベッセマー / 製鋼法 ベッセマー法の発明
ドイツ / ジーメンス兄弟 / ガラスの機械製造法の発明

ドイツ / ケルチング社 / 配管・放熱器・ボイラの近代暖房の普及
アメリカ / オーチス社 / 油圧式エレベーターの開発

ドイツ / クルップ社 / 高射砲の開発
フランス / ドイツ軍 / サーチライトの軍事利用
アメリカ / A.ハリディ / ケーブルカーの発明

アメリカ / A.コール / 成型木材の製造法の発明
イギリス / トワイホード社 / 洗い出し式便器の普及

アメリカ / エジソン / 蓄音機の発明
ドイツ / W.F.・ジーメンス / 電動式エレベーターの開発

アメリカ / エジソン / 白熱電球の発明
ドイツ / ジーメンス社 / ベルリンに最初の電気鉄道を敷設

アメリカ / エジソン / 水力発電所の建設、電灯用の送電を開始
アメリカ / C.フリッツ / 太陽電池の発明

ドイツ / P.イェンセン / 木材粉砕機の発明
イギリス / J.スターレー / ローバー安全型自転車の普及

ドイツ / K.ベンツ / ガソリンエンジンで走る三輪自動車の開発
フランス / 不明 / ガラスブロックの普及

オーストリア / K.J.バイヤー / アルミナ製造法の発明
フランス,アメリカ / ホール,エルー / アルミの電解製錬法の発明

ドイツ / O.リリエンタール  / 有人グライダーの発明
スコットランド / R.ゲア / 段ボール箱の発明・工業生産

ドイツ / D.ヒルベルト / 空間充填曲線の提唱
イギリス / J.ブライス / 風力発電機の発明
アメリカ / キング / 円形サイロの建造

アメリカ /リチャード.W.シアーズ / カタログ通販の開始
アメリカ / J.W.リノ / 世界初の実働するエスカレーターの開発
カナダ / R.フェッセンデン / 遠距離での音声の送受信に成功

フランス / オーチス社 / パリ万博でエスカレーターが出展される
ドイツ / ツェッペリン伯爵 / 硬式飛行船「ツェッペリン号」の開発

アメリカ / J.ホランド / 潜水艦ホーランド号の建造
ベルギー / 不明 / 板ガラス（引き上げ法）

アメリカ / ウィリス・キャリア / エアコンの発明
スイス / アインシュタイン / 相対性理論の提唱

ドイツ / アルフレート・ヴィルム / ジェラルミン軽量合金の開発
アルミ単体では強度がなく食器などに使われていたが,

 アルミ合金が発明されてからは航空機の素材に採用され,
建築家は建材としての可能性を探求し始めた.

ドイツ / Light Prism社 / 中空ガラスブロックの特許取得
アメリカ / レオ・ベークランド / 合成高分子プラスチックの発明

フランス / J.クロード / ネオン管の発明
アメリカ / F.テイラー / 科学的管理法 テイラー・システムの提唱
オランダ / ディーゼル動力のオイルタンカー「フルカヌス号」

イギリス / H.ブレアリー / ステンレス鋼の発明
アメリカ / Ｈ.フォード / フォードの大量生産システムの普及

「フォーディズム」と呼ばれる車の大量生産体制を確立した.
車社会を想定し、多くの建築家は車のデザインを提案した.

ドイツ / A.フォッカー / 初の戦闘機「アインデッカー」の開発
アメリカ / AMI / ジュークボックスの開発

ドイツ / E.ゼシカ / 折り畳み式三輪車「Folding City Car」
アメリカ / C.イリス / 不飽和ポリエステル樹脂の発明
アメリカ / アメリカ海軍 / FRP製の救命ボートの開発

ドイツ / H.フォッケ / 初の実用ヘリ「フォッケウルフ Fw61」
ドイツ / ハウス・ハンプト / 折り畳み傘「Knirps」の発明

フィンランド / A.アアルト / 曲げ木の技法「L-レッグ」を開発
ベネズエラ / 不明 / 油田掘削用のテンダーバージ船の建造

アメリカ / セロテックス社 / 防水・耐火複合建材「Cemesto」の普及
アメリカ / R.プランケット / PTFE（テフロン）の発見

カナダ / F.クリード / 小水線面積双胴船(SWATH)の開発
ドイツ / テレフンケン社 / 対空レーダーの開発
日本 / 松尾造船所 / 南極観測船「宗谷」の建造

昭和基地のプレファブ部材を日本から南極まで運搬した砕氷船.

アメリカ / R.オッペンハイマー / マンハッタン計画でPTFEを採用
ドイツ / アメリカ海軍 / ノースカロライナ級軍艦の建造

アメリカ / アメリカ陸軍 / オークリッジ軍事基地にセメストを採用
アメリカ / バックミンスターフラー / テンセグリティの原理を発見
大戦後の航空技術の発達を受け、大型客船がクルーズ船に転向
ロシア / コロリョフ設計局 / スプートニク1号の打ち上げ成功
人類初の人工衛星打ち上げによって、米露の宇宙開発競争が加速した.
宇宙船のイメージを表現するようなプラスチック製の建築が流行した.

アメリカ / マルコム・マクリーン / コンテナの発明
アメリカ / アメリカ海軍 / 衛星用の太陽電池パネル開発

日本 / TOTO / セミキュービック方式のユニットバスの開発
日本 / クボタ / Gコラム（溶接構造用遠心力鋳鋼管）の普及

アメリカ / A.J.ラブド / 半潜水型掘削装置「Ocean Driller」の建造
国際標準化機構(ISO) / コンテナの規格化

日本 / ソニー / ブラウン管テレビ「トリニトロン」の開発
アメリカ / A.サザーランド / VR・ARの発明

フランス /  初の鋼製軍艦「ルドータブル」号を建造
アメリカ / 米国防総省 / インターネットの原型「ARPANET」の開発
フランス / ダッソー社 / 航空機用3次元CADソフト"CATIA"の開発

アメリカ / チャック・ハル / ３Dプリンターの普及
アメリカ / Ted Hall / ショップボットの開発

イタリア / Enrico Dini / 建設用３Dプリンタ D-SHAPEの開発
アメリカ / バート・ルータン / 民間企業による有人宇宙飛行が成功

コールブルックデール橋 / トーマス・プリチャード / イギリス
自動製粉工場 / オリヴァ・エヴァンス / アメリカ
スレーター・ミル / サミュエルスレーター / アメリカ
チャッツワースの大温室 / ジョセフ・パクストン / イギリス
蒸気暖房で室内を空調。ガラス、鋳鉄、木による構造を考案.

コンコルド広場の街灯 / J.I.イットルフ / フランス
クリスタル・パレス / ジョセフ・パクストン / イギリス
ラッティング展望台 / ウィリアム・ノーグル / アメリカ
アメリカ婦人の家 / キャスティン・ビーチャー / アメリカ
システムキッチンやユニットバスの原型をコアに配置した家.

世界初の鉄筋コンクリート橋 / ジョセフ・モニエ / フランス
時計台 / W.ホイーラー / 札幌
エッフェル塔  /  エッフェル、ケクラン / フランス
凌雲閣 / ウィリアム・K・バルトン/ 日本
日本で初めて電力式のエレベーターが設置された.

シューホフ・タワー / ウラジーミル・シューホフ / ロシア
パリ地下鉄駅 / エクトール・ギマール / フランス
琵琶湖疎水運河 第11号橋 / 田辺朔朗 / 日本
AEGタービン工場 / ピーターベーレンス / ドイツ
所沢飛行船格納庫 / 内田祥三 / 日本
大日本帝国陸軍の軍用航空船の改造も行われた。
ウィーン郵便貯金会館 / O.ワーグナー / オーストリア
新都市 (アンビルト) / アントニオ・サンテリア  / イタリア
ガラス工業パビリオン / B.タウト / ドイツ
リンゴット / ジャコモ・マッテ・トゥルッコ / イタリア
軍用シェルター「Nissen Hut」 / P.N.ニッセン / イギリス
軍艦島30号棟 / 日本
第三インターナショナル記念塔 / W.タトリン / ロシア
シャーボロフスカヤのラジオ塔 / V.シューホフ / ロシア
少ない鋼材だけでできる双曲面を何層も重ねて塔を作る.

針尾無線塔 / 吉田信、日本海軍建築部 / 日本
オルリーの飛行船格納庫 / E.フレシネ / フランス
初めてRCの折半構造で用いられ、巨大なドームが作られた.

アインシュタイン塔 / エーリッヒ・メンデルゾーン / ドイツ
「相対性理論」を実測検証する為に建設された観測施設.
塔を貫くように直径1.5mの太陽望遠鏡が設置されている.

ワシリーチェア / マルセル・ブロイヤー / ドイツ
フランクフルト・キッチン / M.リホツキー / ドイツ
ファン・ネレ工場 / M.スタム / オランダ
4D HOUSE / バックミンスター・フラー / アメリカ
フラーが考案したテンセグリティ構造を初めて建築に用いた.

Maximum/ ル・コルビュジエ   / フランス
オカ川の送電線鉄塔 / ウラジーミル・シューホフ / ロシア
アジール・フロッタン /  ル・コルビュジエ / フランス
アルミネア・ハウス /  アルバート・フライ / アメリカ
ガラスの家  /  ピエール・シャロー / フランス
エンパイアステートビル / ハーモン・シュリーブ / アメリカ 
ビルの103階が飛行船のプラットフォームになっている.

アドラーリムジン / ワルター・グロピウス / ドイツ
レタトリン / Ｗ.タトリン / ロシア
構成主義の夢を託した滑空機。鳥のように翼をはばたかせて飛ぶ.

スツール60 / アルヴァ・アアルト / フィンランド
ダイマキシオン・カー / バックミンスター・フラー / アメリカ
光の大聖堂 / Ａ.シュペーア / ドイツ
サーチライトを空に向けて無数の光の柱を放つ演出を行った.

ブロードエーカー・シティ / Ｆ.L.ライト / アメリカ
田園を走る三輪自動車とヘリコプタータクシーをデザインした.

黒部川第二発電所 / 山口文象 / 日本

ビオスコープ・フレーブルフ映画館 /  G.T.リートフェルト / ドイツ
ペンシルヴァニア鉄道の機関車 / レイモンド・ロウイ / アメリカ
ダイマキシオン・バスルーム  / バックミンスターフラー / アメリカ
ハイリゲンガイストフェルト高射砲塔 / F.タムズ / ドイツ
レッグ・スプリント / イームズ夫妻 / アメリカ
負傷兵のための添え木。合板を成型する装置自体をデザインした.

Navy 1006 / EMECO社 / アメリカ
潜水艦や空母の内部で使う頑丈で機能的なアルミ製の椅子.

ウィチタ・ハウス / バックミンスター・フラー  / アメリカ
航空機の材料であるジェラルミン合金の軽さを生かしている.

イームズ邸 / イームズ夫妻 / アメリカ
シェル・チェア / イームズ夫妻 / アメリカ
ジオデシック・ドーム / バックミンスター・フラー / アメリカ
戦闘機の格納庫,スペースフレーム / K.ワックスマン / ドイツ
あらゆる角度に対応できるユニヴァーサルジョイントを設計した.

アルミニウム100周年記念パビリオン / J.プルーヴェ / フランス
組み立て、解体、移設が容易に行える。4回移設された.

秩父セメント第二工場 / 谷口吉郎 / 日本
昭和基地 / 浅田孝 / 南極大陸
木製大型パネルを現地で組み立てる日本初のプレファブ建築.

海底の島 - サブマリスル / バックミンスター・フラー / アメリカ
合衆国原子力委員会移動展示場 / ランディ / アメリカ
ステンレス製流し台 / 浜口ミホ / 日本
便器のスタディ / ル・コルビュジエ / フランス
Futuro / マッティ・スーロネン / フィンランド
東京計画1960 / 丹下健三 / 日本
マクマスピアス太陽観測所 / M.ゴールドスミス / アメリカ
プラグイン・シティー / アーキグラム / イギリス
富士山頂のドーム / 大成建設 / 日本
宇宙船ソユーズのインテリア / G.バラショワ / ロシア
建築家が初めて宇宙船のインテリアをデザインした。

リチャーズ研究所 / L.カーン / アメリカ
川合健二自邸 / 川合健二 / 日本
H邸 / 剣持昤 / 日本
ローイングニードル / バックミンスター・フラー / アメリカ
インフォ・ゴンクス / ピーター・クック / イギリス
お祭り広場 / 丹下健三 / 日本
セキスイハイムM1 / 大野勝彦 / 日本
インスタント・シティ / アーキグラム / イギリス
トクイク宮殿 / フライ・オットー / サウジアラビア
軍艦マンション / 渡邊洋治 / 日本
Micro-Environment / エットレ・ソットサス / イタリア
プラスチック製の箱に生活機器が入れられたフレキシブルな家具。

中銀カプセルタワー / 黒川紀章 / 日本
ラバーン大学 / ビルディア社 / アメリカ
ポンピドゥーセンター / R.ピアノ,R.ロジャース / フランス
アクアポリス / 菊竹清訓 / 日本、沖縄
油田の海底を掘削する海洋構築物の半潜水式構造を応用し、
海上都市が提案された.

横浜風の塔 / 伊東豊雄 / 日本
風、光、音をセンサーでとらえて情報化し、照明を変化させる.

水琴窟の東屋 / 坂茂 / 日本
バイオスフィア2 / Theater of All Possibilities / アメリカ
フライング・フィッシュ / フランク・O・ゲーリー  / スペイン
航空機の設計用３Dソフトで複雑な形状を検討した。

関西国際空港 / レンゾ・ピアノ / 日本
リアスアーク美術館 / 石山修武 / 日本
Wind Turbine / N.フォスター / ドイツ
イザナミモーターヨット / N.フォスター / 日本
ボルドーの住宅/レム・コールハース / フランス
世田谷村 / 石山修武 / 日本
横浜大さん橋 / A.ザエラ・ポロ / 日本
商業用宇宙港「Spaceport America」 / N.フォスター / アメリカ
大山ケーブルカー / 岡部憲明 / 日本
3Dプリンタの橋 / IAAC / スペイン
ガンツウ / 堀部安嗣 / 日本
電動モーターで駆動するクルーズ船。切妻屋根が船を覆う.

ラ・セーヌ・ミュジカル / 坂茂 / フランス
西武鉄道特急車両　Laview / 妹島和世 / 日本
まれびとの家 / VUILD / 日本

王立製塩所案 
C.N.ルドゥー/フラン
ス

エトワール凱旋門
フランス

ウェストミンスター宮
殿（再建）

サグラダ・ファミリア 
A.ガウディ /スペイン

      
フランクリン通りのア
パート
A.ペレ/フランス        
プレーリーハウス F.L.
ライト/アメリカ

ワイマールのバウハ
ウス開校

フリードリッヒ街のオ
フィスビル
ミース・ファン・デル・
ローエ
レマン湖の小さな家
ル・コルビュジエ

ヴォアザン計画
ル・コルビュジエ

バルセロナパビリオ
ン / ミース・ファン・
デル・ローエ
サヴォア邸
ル・コルビュジエ

パイミオのサナトリウ
ム / A.アアルト
ナチスによるバウハ
ウス閉鎖

ペンギンプール 
バーソルト・リュベト
キン、オブ・アラップ

ファンズワース邸
ミース・ファン・デル・
ローエ

日本住宅公団設立
イリノイ工科大学 
ミース・ファン・デル・
ローエ
東京タワー
内藤多仲

代々木競技場
丹下健三

日本武道館
山田守

霞が関ビル
山下寿郎設計事務所
Whole Earth 
Catalog / S.ブラント

プルイットアイゴー団
地の解体

 

梅田スカイビル
原広司+アトリエ・フ
ァイ建築研究所

ガーキンビル
ノーマン・フォスター

東京スカイツリー / 
日建設計
あべのハルカス / 竹
中工務店

1891
1891
1892
1893
1896
1900
1900
1900
1900
1901
1902
1905
1906

1907
1907
1910
1910
1910
1913
1913

1915
1927
1929
1930
1930
1932
1932
1933
1934
1937
1938
1938
1940
1940

1941
1941
1942
1949
1950
1955

1958
1958
1963
1963
1963
1964
1967
1968
1973
1974
1977
1986
1994
2004
2004

1776

1836

1860

1882

1903

1906

1919

1921

1924

1925

1929

1931

1932

1933

1934

1951

1955
1956

1958

1963

1964

1968

1968

1972

1993

2001

2012

2014

1779
1791
1793
1828

1832
1851
1853
1869

1873
1878
1889
1890

1896
1900
1903
1903
1912

1912
1914
1914
1915
1916
1916
1919
1922

1922
1923

1924

1925
1926
1926
1928

1928
1929
1929
1931
1931
1931

1931
1932

1933
1933
1934

1934

1936

1936
1937
1938
1940
1941

1944

1947

1949
1950
1951
1953

1954

1956
1959

1959
1959
1959
1960
1961
1961
1962
1964
1964
1964

1965
1965
1967
1968
1968
1970
1970
1970
1970
1970
1971

1972
1973
1977
1975

1986

1989
1991
1992

1994
1994
1995
1995
1998
2001
2002
2014
2015
2016
2017

2017
2019
2019

1608
1735

1742
1750
1764
1769
1771

1776
1783
1784
1784
1791
1792
1800
1800
1804
1812
1814
1817
1820
1821
1829
1830
1833

1834
1836
1837
1837
1838
1840
1848
1849

1852

1852

1856
1856
1856
1860
1870
1870
1871
1873
1874
1875
1877
1878
1879
1879
1881
1883
1884
1885
1886
1886
1886
1887
1890
1890

◇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
▲
●
〇
◇
〇

〇
〇
〇
●
〇
〇
●

▲
〇
〇
〇
▲
▲
〇
〇
●
〇
〇
▲
▲
〇

▲
▲
▲
〇
〇
△

〇
△
〇
〇
●
〇
〇
〇
▲
▲
▲
●
●
●
△

〇
●

〇
●
●
〇
●

●
〇
〇
●
●
〇
●
〇
〇
●
〇
〇
〇
〇
●
〇
〇

〇
〇
◇
▲
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
●
●
〇
〇
▲
▲
〇
●
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
●
〇
〇
〇
●
●
〇
〇

1828
チャッツワースの大温室
ジョセフ・パクストン

1912
所沢飛行船格納庫
内田祥三

1922
シャーボロフスカヤのラジオ塔
V.シューホフ

1924
アインシュタイン塔
エーリッヒ・メンデルゾーン

1932
レタトリン
ウラジミール・タトリン 

1934
ブロードエーカー・シティ
Ｆ・L・ライト

1940
ハイリゲンガイストフェルト高射砲塔
F.タムズ

1953
戦闘機の格納庫,スペースフレーム
コンラッド・ワックスマン

1964
宇宙船ソユーズのインテリア
G.バラショワ

1968
ローイングニードル
バックミンスター・フラー

1971
マイクロ・エンバイロメント
エットレ・ソットサス

1975
アクアポリス
菊竹清訓

1992
フライング・フィッシュ
フランク・O・ゲーリー

1947
ウィチタ・ハウス
バックミンスター・フラー

1870~1871 
普仏戦争

19 14~19 19
第一次世界大戦

1939~1945
第二次世界大戦

アメリカ同時多発テロ事件
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1969
アポロ11号月面着陸
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本年表は、産業革命以降の技術史と建築史の連関をまとめたものである。建築も技術の一
部であるが、単なる抜書きにならないよう、初採用の建築にはこだわらず、技術の革新性
を意匠にまで昇華した事例を積極的に取り上げている。テクノロジーのアーリーアダプター
を紹介する年表という意味で、Geek's Architecture Guide（オタク建築ガイド）と名付けた。

GEEKS’ ARCHITECTURE GUIDE
早稲田大学吉村靖孝研究室  |  Yoshimura Lab. Waseda Univ.
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